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　これからの少子高齢化や人口減少を予測し、草津の活力を生み出すための将来を見据えた大変重要な事業

であることから、市がリーダーリップを発揮し、関係機関と連携し、計画全体の進捗状況の調整をしながら

取り組む必要があります。 

　効果的かつ迅速に計画を推進していけるよう、当市議会においても、今後、的確な状況把握や分析を踏ま

えた建設的かつ実効性のある提案をしていきます。 

　草津川跡地利用と中心市街地活性化基本計画におけるエリアは密接な関係にあり、都市経営の観点からも

一体的な審議が望ましいことから、市議会としても、より効率的かつ効果的な議論を行うために調査事項の

変更を行いました。調査事項にこれまでの「草津川跡地の有効な利活用を図るための調査・研究」に、「中

心市街地活性化基本計画を推進するための調査・研究」を追加しました。 

特別委員会報告 

　産業建設常任委員会がこれまで実施してきました所管事務調査「中心市街地
活性化について」は、平成25年６月６日より「都市再生特別委員会」に引き継
がれることになりました。これまでの調査内容について報告します。 

　特定の問題や議会が特に必要と認めるときには、市議会で特別委員会を設け
て調査または審査を行います。現在は、都市再生特別委員会、議会改革推進特
別委員会、予算審査特別委員会、決算審査特別委員会の４つの特別委員会を設
置しています。 
　今回は、議会改革推進特別委員会について紹介します。 

 

中心市街地活性化基本計画推進に向けたポイントを 

として、委員会の意見集約を図りました。 

①まちづくり会社の運営　　②商工会議所との連携　　③滋賀県との連携 

　議会改革推進特別委員会では、めざすべき議会や議員像などを定める「議会基本条例」の策定に向

け、議会として取り組むことを検討しています。 

　現在の委員会検討内容をお知らせします。 

　これからも、さらに政策提言や行政監視の機能

を充実させ、市民に開かれた議会となるよう検討

を進めていきます。 

　市の予算や条例などについて、議会での

審議内容を市民のみなさんに報告するとと

もに、テーマを設けて意見交換をしたいと

考えています。 

　開催に当たっては、詳しい開催方法を計

画する委員会を設ける予定です。 

議会改革推進特別委員会 

議会報告会 

　議会は予算・決算や条例などの法律に定

められた議案以外にも、条例に定めることで、

議決が必要なものを「議決事件」として追

加することができます。 

　草津市では、現在「総合計画」の基本構

想を議決事件としていますが、市の施策な

どを掲げた基本計画についても議決事件と

するかどうかについて、検討しています。 

議決事件の拡大 

　本会議や委員会で議員が市長側に質問す

る際に、議論の内容を深めるために、市長

側が議員の質問の根拠や別の視点から見た

課題を逆に質問する権利を付与するという

ものです。 

反問権 
所管事務調査報告書 

産業建設常任委員会の新しい所管事務調査項目 

議員　草津宿本陣をはじめとする歴史・文

化遺産の具体的な活用と中心市街地活性化について伺

う。 

市　草津市の個性として捉え、回遊性を高める拠点と

して魅力向上に努め、宿場まつりや街あかりなどのイ

ベント等の取り組みにより、東海道、中山道が文化的

な賑わいの中で、歴史街道軸にふさわしい通りとなる

よう整備を進める。 

草津まちづくり会社の組織体制について 
議員　草津まちづくり会社がスタートされたが、将来

的に運営体制が組織として継続できる体制であるか伺

う。 

市　小さな組織からのスタートであるが、将来は本市

の中心市街地活性化を牽引する、頼れる会社として成

長するよう体制強化を図っていく必要がある。 

歴史・文化遺産の活用と 
中心市街地活性化について 

行岡　荘太郎 草政会 

国道１号の旧草津川トンネル平地化と 
草津川跡地の土地利用について 

草政会 中島　一　 黄 

　自転車利用の有効性や危険性を分析し、自転車の安心安全な利用を促進

するためのルール遵守やモラル・マナーの向上に向けた利用者や市の責務

や取り組みについて、調査・検討を行います。 

 

姉妹都市　観音寺市との交流 

　去る４月12日～13日に香川県観音寺市へ草津市議会議員

クラブとして21名の議員が訪問してまいりました。 

　当日は、観音寺市の市政概要をはじめ、瀬戸内国際芸術祭

2013の取組状況や「伊吹いりこ」

ブランド化の取組状況について

説明をいただく他、意見交流会

を催していただくなど、観音寺

市の歴史と文化に触れることの

できた２日間でした。 

　質問と答弁の詳細については市議会ホームページか、市役所情報公開室（庁舎２階）や市立

図書館に備え置く８月下旬発行予定の会議録をご覧ください。 

「草津川跡地対策特別委員会」は「都市再生特別委員会」に変わりました。 

議員　国道１号の平地化決定に伴い、草津

川跡地利用の計画見直しは必要不可欠である。今後の

取り組みについて伺う。 

市　国道１号のトンネル平地化が国直轄事業になるこ

とを契機として、草津川跡地とのすり付けを今回の補

正予算で検討し、市民にも示して進めていく。草津川

跡地整備は過去から市民の意見を踏まえ計画をまとめ

てきており、基本的な緑軸や堤体をいかした整備につ

いては踏襲しながら、防

災機能を含めた土地利用

が市民にとってよかった

と言えるものにしていか

ないといけない。中心市

街地活性化にも関連して

進めていく。 

（仮称）草津市自転車の安心安全な利用の促進に関する条例について 

その他の調査項目：まめバスのあり方について 




